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　　悪人 A: A6>A3>A1>A7   A5>A4   A2
















































































Cialdini et al.（１９７５），Freedman and Fraser（１９６６）がそれぞれ嚆矢となっている。後者に
関しては Burger（１９９９）も示唆に富む。関連した他の説得術についても併せて知りたい向


























る。つまり Aによる過小な申し出を Bが受け入れた後での Aの出方がどうであろうと，
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